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2025年2月 9 日
ねん がつここの か

年間第5主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地 功 枢機卿 メッセージ
きく ち いさお すう き きょう

「お言葉ですから、網を降ろしてみましょう」とイエスに応えたシモン・ペトロは、そ
こと ば あみ お こた

の後、生涯にわたってまさしく主の「お言葉ですから」と、教会の頭としての務めを果
ご しょうがい しゅ こと ば きょうかい かしら つと は

たし続けました。召命は、神からの呼びかけであって、自分の選択ではなく、果たすべ
つづ しょうめい かみ よ じ ぶん せんたく は

き役割も、自分の選択ではなく、神の計画です。その神の計画は、人の知恵を遙かに超
やくわり じ ぶん せんたく かみ けいかく かみ けいかく ひと ち え はる こ

えていることが、この福音の物語から理解されます。人間の常識的にはあり得ないけ
ふくいん ものがたり り かい にんげん じょうしきてき え

れど、「お言葉ですから」と網を下ろした結果は、神の計画の実りでありました。
こと ば あみ お けっ か かみ けいかく みの

教皇フランシスコが、教会のシノドス性について取り上げた先のシノドスの最中、総会
きょうこう きょうかい せい と あ さき さいちゅう そうかい

の参加者に繰り返されたのは、「主役はあなた方ではなくて、聖霊です」という言葉でし
さん か しゃ く かえ しゅやく がた せいれい こと ば

た。シモン・ペトロの後継者としての教皇様は、まさしくわたしたちが従うべきなの
こうけいしゃ きょうこうさま したが

は人間の知恵ではなく聖霊の導きであって、常に「お言葉ですから」とその導きに従
にんげん ち え せいれい みちび つね こと ば みちび したが

う覚悟を持つことの大切さを説いておられました。いま教会に必要なのは、この世の知恵
かく ご も たいせつ と きょうかい ひつよう よ ち え

に基づく識別ではなく、神の知恵に基づく識別です。聖霊が主役です。
もと しきべつ かみ ち え もと しきべつ せいれい しゅやく

この一週間は、2月3日に福者高山右近、2月5日に日本26聖人殉 教者と、日本の殉
いっしゅうかん がつみっ か ふくしゃたかやま う こん がついつ か に ほん せいじんじゅんきょうしゃ に ほん じゅん

教者の記念日が続きました。
きょうしゃ き ねん び つづ

「殉 教者の血は教会の種である」と、二世紀の教父テルトゥリアヌスは言葉を残し
じゅんきょうしゃ ち きょうかい しゅ に せい き きょう ふ こと ば のこ

ました。教会は殉 教者たちが流した血を 礎 として成り立っていますが、それは悲惨
きょうかい じゅんきょうしゃ なが ち いしずえ な た ひ さん

な死を嘆き悲しむためではなく、むしろ聖霊の勝利、すなわち神の計らいの現実の勝利
し なげ かな せいれい しょう り かみ はか げんじつ しょう り

を、世にある教会が証しし続けていくという意味においてであります。殉 教者たちこ
よ きょうかい あか つづ い み じゅんきょうしゃ

そは、「お言葉ですから、網をおろしてみましょう」と答え続けて信仰の道を歩んだ方々
こと ば あみ こた つづ しんこう みち あゆ かたがた

です。信仰の先達である殉 教者たちに崇敬の祈りを捧げるとき、その勇敢な死に賞賛
しんこう せんだつ じゅんきょうしゃ すうけい いの ささ ゆうかん し しょうさん

の声を上げるだけでなく、殉 教者たちの生きた姿勢と信仰におけるその選択の勇気に、
こえ あ じゅんきょうしゃ い し せい しんこう せんたく ゆう き

わたしたち自身がいのちを生きる希望の道を見いださなくてはなりません。
じ しん い き ぼう みち み
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ところで2月 8日は、聖ヨゼフィーナ・バキータの祝日です。彼女は1869年にアフリカ
がつよう か せい しゅくじつ かのじょ ねん

はスーダンのダルフールで生まれ、7歳にして奴隷として売り飛ばされ、その後イタリア
う さい ど れい う と ご

で1889年に自由の身となり、洗礼を受けた後にカノッサ会の修道女になりました。19
ねん じ ゆう み せんれい う ご かい しゅうどうじょ

47年に亡くなった彼女は、2000年に列聖されています。
ねん な かのじょ ねん れつせい

人身売買の被害者であった聖人の祝日に当たり、女⼦修道会の国際総⻑会議（UISG）
じんしんばいばい ひ がいしゃ せいじん しゅくじつ あ じょ し しゅうどうかい こくさいそうちょうかい ぎ

は、2月 8日を「世界人身取引に反対する祈りと啓発の日」と定めて、人身取引に反対
がつよう か せ かいじんしんとりひき はんたい いの けいはつ ひ さだ じんしんとりひき はんたい

する啓発活動と祈りの日としています。
けいはつかつどう いの ひ

聖バキータの人生に象 徴されているように、現代の世界において、人間の尊厳を奪わ
せい じんせい しょうちょう げんだい せ かい にんげん そんげん うば

れ、自由意思を否定され、理不尽さのうちに囚われの身にあるすべての人のために、ま
じ ゆう い し ひ てい り ふ じん とら み ひと

たそういった状 況の中で生命の危険にさらされている人たちのために祈りたいと思い
じょうきょう なか せいめい き けん ひと いの おも

ます。人身売買は過去のことや我々とは関係のないところで起きているわけではありま
じんしんばいばい か こ われわれ かんけい お

せん。人間の尊厳を奪われ、自由意志を尊重されることなく、隣人としてではなくモノ
にんげん そんげん うば じ ゆう い し そんちょう りんじん

のように扱われる人は、わたしたちが生きている世界と無関係ではありません。
あつか ひと い せ かい む かんけい

神からの賜物であるいのちは、その始まりから終わりまで、例外なく守られ、神の似姿
かみ たまもの はじ お れいがい まも かみ に すがた

としての人間の尊厳は、徹底的に尊重されなくてはなりません。
にんげん そんげん てっていてき そんちょう


